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　となる．この導出には，温度風の式（地衡風の鉛直

シャーと水平温度傾度の関係式）が使われている．

　この形式だと，ある気圧面上のQベクトルから，鉛

直流を観察できる利便さがある．このケースでも中

緯度擾乱が梅雨前線帯に南下接近し上昇流を強化す

る過程がよく観察された．

　　なおQは水蒸気流速の記号にも使われる．（21，Q2

　も熱収支解析の記号で使われるから，その意味を混

同しないように．

7）メソスケールの細分類

　気象擾乱の空間的広がり空問（水平）規模（スケー

ル）という．擾乱の空間スケールは単なる大きさの

尺度ではなく，その力学的性質にも深く関係してい

る．擾乱の空問スケールの分類には種々の提案があ

るが，2000～2kmの範囲をメソスケールとすること

が多い．そして，メソα，メソβ，メソγスケール

を各々，2000～200km，200～20km，20～2kmと

細分する．梅雨前線帯，梅雨前線小低気圧や大きな

雲クラスターはメソαスケールに，小さな雲クラス

ターや大きな雲クラスターの内部構造はメソβス

ケールに，小さな雲クラスターの内部構造，積乱雲

や積雲はメソγスケールに対応する．しかしこれ

は，概念的な分類であり，数字にのみこだわっても

全く意味が無い．
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